成人学習理論

成人が物事を学習するプロセスは、こどもの学習過程とは異なる。成人の学習理論は、こどもの学習理論（Pedagogy）に対して、Andragogyとよばれている（Pedagogyは、教育学、教授法などと訳されるが、語源はギリシャ語の「こどもを導くこと」）。成人学習理論の見地に立った場合、大人に対して小中学生に教えるように教えるのは、失礼であるばかりでなく効果的な学習につながらないといえよう。成人に対する情報提供の際に、相手の学びのプロセスを考慮するために成人の学習過程を知ることは意義がある。

ノールズは、成人学習理論の提唱者として知られている。ノールズの理論は、大学生、大学院生や社会人の教育においてしばしば用いられており、PuMedにて Knowles MS、adult leaning theory、andragogy などの語で検索すると、看護学部、医学部の教育や開業医などを対象とした卒後教育において、あるいは、患者教育においても、成人学習理論が用いられている事例を数多く目にすることができる。我が国の看護教育によく用いられているPBL（Problem Based Learning）は、もはやこどもではない看護学生に対しては、小学生に教えるように必要事項を並べて頭から講義するよりは課題解決を通じた教育のほうが効果的であるという、成人学習理論を応用した典型的な事例である。

　ノールズの成人学習理論を知る入門編として、彼が上げた以下の４つの柱を紹介したい。
（１）
成人は、自立した学習者である
子どもから大人になっていくプロセスは、他者に依存している状態から徐々に自立度を増していく過程である。成人は、概して自分は自らを頼ることのできる自立した存在であると自分自身でも認めたいし、他人からもそのように認められたい、という深い心理的欲求を有している。成人の学習者に対して教育を行う者は、このような成人のもつ独立性と自身の学びを自らコントロールできる能力を、心から尊敬、尊重しなければならない。成人は、自身が学習すべき事柄について責任を有しており、学習過程において自身が積極的な役割を果たす。成人の学びは、学習者と学ぶ対象となる物事の間に生じるのであって、教育者は単にその両者の間のやりとりをコーディネートするだけのためにそこに存在するのである。
（２）
成人の過去の経験は、学習のための資源である

子どもと異なり、成人は、学習のための資源となりうる過去の経験の蓄えを有している。学びを強化するために、成人のもつ過去のたくさんの経験を可能な限り引き出して活用すべきである。さらに、成人の自己イメージはしばしば、少なくとも部分的には、過去の経験によって確立されており、人々は自身の価値観構築のためにこれまでに多大なる時間と精力を費やしてきている。学習の際に、こうした人々の過去の経験を無視することは、その成人学習者をかなりの割合で本質的に拒絶していることになると解釈可能である。

（３）
成人の学習の準備性は、人生における発達段階に応じて生じてくる

成人の学習者が学ぶための準備性（心理的な受け入れ状態）は、人生上の課題や問題から生じてくる。人々が大人としての年月を過ごしていく中で、仕事や社会や家族における役割、個人のもつ責任の範囲などが大きく変化する時期がある。人生において生じてくるこうした変化は、人々が「もっとよく理解しよう」「状況に適応しよう」と励むような学習の機会を生み出す。こうしたタイミングは”teachable moment”と呼ばれてきた。そのとき人々は学ぶ意欲により満ちており、こうした状況において提示された情報はより容易に理解される。
（４）
成人の学びは、課題や問題に基づいて導かれる
成人は、疑問に対する答えを見出そうとしたり問題を処理しようとしたりするための助けとして、その事柄に関する知識や技術を学習するための様々な資源を探し求めようとする。人々は、答を見つけたり問題を解決したりするための学びに対して意欲的である。成人の学習者が感じている必要性に応える形で教育がなされたとき、学習経験はもっとも効果的なものとなる。
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